
第１１回 補助２６号線沿道地区街づくり懇談会 

次 第 

日 時：令和４年１２月２日（金）１８：３０～ 

３日（土）１８：３０～ 

会 場：２日 北沢タウンホール ４階 活動フロア― 

３日 代沢東地区会館  ２階 大会議室 

１．開会 

２．これまでの検討の振り返り 

３．街づくりルールのたたき台（地区計画等策定、用途地域等変更） 

４．意見交換 

５．閉会 

 
  配布資料一覧   

・次第（本紙） 

・【資料 1】スクリーンに投影する資料の綴り 

・【資料 2】街づくりルールのたたき台（概要） 

・【資料３】第１０回街づくり懇談会の振り返り【要旨】 

・懇談会参加者アンケート 
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・近くで買い物ができると便利。
・静かな街の環境を維持できる範囲内
で、沿道の建替え促進と街の活性化
を期待できる。
・現状のままがよい。
・日照の確保が気になる。

・少しでも高く建てられるようになる
と良い。
・区全体のルールである２５ｍが望ま
しい。
・現状のままがよい。
・日照問題があるので低層が良い。

・土地の細分化は防止すべき。
・相続等問題が起こることがあるので
原則の６０㎡でいい。

など

など

など

・お店が出来ても落ち着いた街となるよう
に希望する。
・個人の自由までは制限できない。

・防災性能に配慮するのは当たり前。
・安全性重視の方針で妥当と思う。

・ブロック塀を不可としてほしい。
・生垣に統一して緑多い街にしたい。

・緊急車両が通行できるくらいあると良い。
・安全最優先でお願いします。

・緑が多い環境が良い。
・緑化は構わないが、手間が大変そう。
・敷地が小さいので必須は難しい。など

など

など

など

など
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幹線道路沿道の不燃化を推進し、延
焼防止に効果的な延焼遮断帯の形成
を目指す。

補助２６号線の整備に際しては、沿
道住宅地の環境の保全、良好な沿道
景観の形成などを進める。
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〇 の確保
〇広域避難場所（東京大学）への

〇 ・道路整備による

〇沿道の不燃化、耐震化の促進による

〇学校等、

東西のネットワーク
広域避難場所への避難経路の確保

〇 の住宅地
〇
〇 があり、

が存在
〇世田谷区側の建物は

大規模な敷地
（学校・都営住宅）

防火造・
木造の建物

幅員４ｍ
未満の道路

階段状
の道路

N
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真北方向

北側敷地境界線
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消防ポンプ車 消防
ホースカー
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高さ０．６ｍ以下の
基礎は設置可

フェンス門柱生垣
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● 耐火建築物等
・火災時に主要な構造部分が１時間以上（階数により２～３時間以上）耐えるなどして倒壊しない構造とした建物
・鉄筋コンクリート造、鉄骨鉄筋コンクリート造、耐火被覆をした鉄骨造など
● 準耐火建築物等
・火災時に主要な構造部分が４５分以上耐えて倒壊しない構造とした建物
・鉄骨造、木造等で一定の技術的基準に適合するもの

世田谷区
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緊急車両
介護車両の通行

世田谷区

後退部分 後退部分
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● 推奨する取り組みの例 ●

建物の断熱や高効率設備の
設置など省エネルギー対策

太陽光発電など
自然エネルギーの活用

雨水貯留浸透施設の整備
など浸水被害の防止

世田谷区
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